
年 7 月 日
年 月 日

対象（誰、何を対象としているのか）＊人や自然資源等

A

B

C

意図（この施策によって対象をどう変えるのか）

1人でも多くの市民が文化芸術に接するような環境を創る

E

D

B

C

A
この１年で市内で文化活
動に接した市民の割合

44.6％

２２年度（目標）
　　　　　（実績）

２３年度（目標） ２６年度（目標）

44.047.3 60.0

対象指標

成果指標 単位 1９年度（実績）

２２２２．．．．施策施策施策施策のののの意図意図意図意図とととと成果指標成果指標成果指標成果指標

２０年度（実績） ２１年度（実績）

236,075 236,357

単位

人 232,196235,317

２０年度（実績） ２１年度（実績） ２２年度（実績） ２３年度（目標） ２６年度（目標）

佐賀市民

236,057佐賀市の人口 236,711

2523

平成平成平成平成 年度年度年度年度

作成日

更新日

23232323

金山　真博

関　係　課　名

施策統括課

課　長　名
（施策統括責任者）

分野総合
計画
体系

文化振興課豊かな心を育み、楽しく学習できる社会の実現

文化芸術活動の振興

平成２２年度の実績は目標に３．５ポイント届かなかったが、公益財団法人佐賀市文化振興財団（佐賀
市文化会館・市民会館の指定管理者）では、今後、日頃は芸術に触れることができない市民を対象に、
アウトリーチ（出張公演）の実施を検討している。このような機会を増やしていくことで、平成２６年度には
「この１年で市内で文化活動に接した市民の割合」を６０％までの引き上げを目指していく。

成果指標設定の
考え方（成果指標

設定の理由）

目標設定の考え方
（平成２６年度）

成果指標の測定
企画（実際にどの
ように実績値を把

握するか）

佐賀市が毎年実施する市民意向調査で、「過去１年の間に、市内で、文化活動に参加したり、鑑賞した
りしたか」の設問に対し、「よく参加・鑑賞した」、「ときどき参加・鑑賞した」と答えた人の割合。

市民が文化芸術に接するような環境を創るための指標は、市民が実際に文化活動に接したかどうかの
分析が最も効果的で、その実情が反映されるものと考える。

施策№

4

32

第1章

施　策　名

市民は、日頃より文化芸術に接しており、自らも、文化芸術活動に取り組み、楽しんでいる。

　　　　目指目指目指目指すすすす成果成果成果成果（平成２６年の状態）

１１１１．．．．施策施策施策施策のののの対象対象対象対象とととと対象指標対象指標対象指標対象指標

1９年度（実績）

50.0

46.5
49.8

１８年度（実績）

44.4

１８年度（実績）

202,983



（１）時系列比較（総合計画の基準値と現状の比較） （２）近隣との比較 （３）市（役所）の裁量余地の大小

（比較対象自治体名： 久留米市 ）

成果がかなり向上した。 近隣と比べてかなり高い水準である。 裁量はかなり大きい。

成果がどちらかといえば向上した。 近隣と比べてどちらかと言えば高い水準である。 裁量はどちらかといえば大きい。

成果はほとんど変わらない。（横ばい状態） 近隣と比べてほぼ同水準である。 裁量はどちらかといえば小さい。

成果がどちらかと言えば低下した。 近隣と比べてどちらかと言えば低い水準である。 裁量はかなり小さい。

成果がかなり低下した。 近隣と比べてかなり低い水準である。 裁量余地なし。

６６６６．．．．施策施策施策施策のののの現状現状現状現状のののの課題認識課題認識課題認識課題認識

・達成度　：　成果指標は前年度より２．５ポイント上昇しているものの、目標値には達していない。
・妥当性　：　施策の成果向上に繋がるよう事務事業などの見直しが必要と考えている。
・経済性　：　文化施設の安全性や快適性を考慮した管理・運営を行っており、市民は一流の芸術文化に接する機会を得
　　　　　　　　ている。
・必要性　：　活力ある社会の実現と個性的で特色ある地域づくりなどの点から、文化への再評価が高まっている。
　　　　　　　　経済状況が悪化し、実生活優先の風潮が強くなってきている。こういう時代だからこそ市民文化の振興が必要。

必要性（市民・社会ニーズ） ● 増加している

・文化会館の自主文化事業や、文化連盟の活動のような、市民文化振興のための取り組みを、もっと市民に広く情報提供を行う必要があ
る。
・文化施設は、経年劣化による維持・補修経費が増大しているため、増加する経費への対応が必要である。
・佐賀市文化連盟の加盟団体は高齢化が進んでおり、文化を継承する若い世代の会員や、新しい団体の加入が望まれる。
・平成２２年度に川副支所の空き部屋を利用した「川副ギャラリー」を設置した。芸術文化の新たな発信拠点として、活用していきたい。

横ばい 減少している

評評評評
価価価価
理理理理
由由由由

評評評評
　　　　
　　　　
価価価価

達成度（単年度目標） 達成している ● 達成していない

妥当ではない

● 一部見直しが必要 大幅な見直しが必要

概ね達成

一部妥当ではない

現行の体系でよい

経済性（費用対効果） ● 妥当な水準である

妥当性（構成事業見直し）

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート２２２２

①この施策の役割分担をどう考えるか（協働による住民と行政の役割分担）

ア）住民（事業所、地域、団体）の役割（住民が自助でやるべきこと、地域やコミュニティが共助でやるべきこと、行政と協働でやるべきこと）

３３３３．．．．施策施策施策施策のののの特性特性特性特性・・・・状況変化状況変化状況変化状況変化・・・・住民意見等住民意見等住民意見等住民意見等

・平成１３年に文化芸術振興基本法が制定され、地方公共団体に地域の特性に応じた施策を策定し、実施する責務が明記されている。
・文化施設は一部が老朽化しており、適切な運営や維持管理が望まれる。
・市民文化団体の会員は、新規加入者が減少しており、高齢化が進んでいくことで活動が低下している。

③この施策に対して住民（対象者、納税者、関係者）、議会からどんな意見や要望が寄せられているか？また、その意見・要望にどう対応するのか？

・議会からは、文化芸術振興基本条例を制定して、文化芸術の振興を図るようにとの質問があっている。他都市の調査や、市民や市民文化団体から
のアンケートをもとに、平成２３年度末の策定に向けて計画の策定事業を行っているところである。
・また議会からは、郷土の芸術家（副島種臣など）を題材とした取り組みを行ってはどうか、との質問があっている。今後そのようなイベントの実施を検
討したい。
・文化施設は、計画的に改修を行っていく。
・文化振興基本計画策定を行っていくなかで、市民文化団体のあり方を検討していく。

・市民は、文化芸術活動に日常的に親しむ。
・家庭では、子どもの文化に接する機会を作るように努める。
・企業は、文化芸術活動を支援する。
・市民文化団体は、自主的な活動、運営、事業を行う。

イ）行政の役割（市がやるべきこと、都道府県がやるべきこと、国がやるべきこと）

・市民文化団体や人材育成、ネットワーク形成などを支援する。
・市民をはじめ幅広い人々が文化芸術に触れる機会を提供する。
・文化施設の適切な管理を行う。

②施策を取り巻く状況（対象者や根拠法令等）は今後どのように変化するか？

５５５５．．．．施策施策施策施策のののの前年度成果結果前年度成果結果前年度成果結果前年度成果結果のののの振返振返振返振返りりりり

４４４４．．．．施策施策施策施策のののの成果水準成果水準成果水準成果水準とそのとそのとそのとその背景背景背景背景（（（（近隣他市近隣他市近隣他市近隣他市やややや以前以前以前以前とのとのとのとの比較比較比較比較、、、、特徴特徴特徴特徴、、、、そのそのそのその要因要因要因要因とととと考考考考えられることえられることえられることえられること。）。）。）。）

・久留米市は従来から芸術文化に力を入れた施策を
展開されており、芸術文化振興の条例や計画も策定
されている。

芸術文化に親しむ心は自らの気持ちから発するもの
であるが、市としては環境整備を行なうことが重要で
あり、裁量はどちらかといえば大きい。

＊上記の背景と考えられること。 ＊上記の背景と考えられること。＊上記の背景と考えられること。

・文化会館の利用者数は伸びているが、市民会館、
山口亮一旧宅、東与賀文化ホールの利用者数は少し
落ちている。市民が利用しやすい環境を整えたり、関
心を集める企画を検討する必要がある。



●次年度方向性の考え方

減少 維持 増加

事　務　事　業　の　コ　ス　ト

維持

減少

事務事業の成果向上余地

９９９９．．．．構成事務事業構成事務事業構成事務事業構成事務事業のののの次年度次年度次年度次年度のののの方向性方向性方向性方向性

・自主文化事業費補助金
・文化連盟補助事業

・市民会館文化会館施設改修事業
・市民会館文化会館管理運営委託事業
･東与賀文化ホール管理運営委託事業
・山口亮一旧宅維持管理事業

事
務
事
業
の
成
果

向上

・九州さが大衆文学賞補助事業

小

８８８８．．．．構成事務事業構成事務事業構成事務事業構成事務事業のののの成果優先度成果優先度成果優先度成果優先度（（（（施策成果施策成果施策成果施策成果にににに対対対対するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業のののの成果成果成果成果））））

施
策
目
的
に
対
す
る
目
的
直
結
度

・市民会館文化会館施設改修事業
・自主文化事業費補助金
・文化連盟補助事業
・市民会館文化会館管理運営委託事業

･東与賀文化ホール管理運営委託事業
・山口亮一旧宅維持管理事業
・文化振興基本計画策定

・九州さが大衆文学賞補助事業

・平成２２年度に引き続き、文化振興基本計画の策定を行うとともに、現行施策体系の課題・見直を図っていく。
・開館から４５年が経過する市民会館は、施設の安全性、快適性の確保に特に配慮する必要がある。
・文化施設の活性化は、市民文化の振興に最も効果的なものであり、指定管理者とともに今後の運営のあり方を検討していきたい。

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート３３３３
７７７７．．．．施策施策施策施策のののの課題解決課題解決課題解決課題解決のためのためのためのため今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

･文化芸術に関する情報提供を継続して行っていく。
・文化芸術振興計画を策定し、これに基づいた事業の展開により、文化芸術の更なる振興を図っていく。
・文化連盟が行う行事については、会員以外の市民にも広く周知を図り、会員増につなげる。
・文化会館の自主文化事業は佐賀市の文化施策の要として位置づけ、芸術家の育成や子どもたちの芸術体験事業など、
様々な分野の事業を展開させる。
・文化施設については、文化会館や市民会館だけでなく、東与賀文化ホールや山口亮一旧宅など、中規模なものにおいても
継続的な維持管理経費が必要である。文化振興基本計画においては、それぞれの施設の位置づけを明確にし、適切な予算
措置を行いたい。

大 中 小

大

中



１０１０１０１０．．．．施策施策施策施策コストコストコストコストのののの実績実績実績実績

単位

本数

千円

千円

千円

円

円

円

１１１１１１１１．．．．経営戦略会議経営戦略会議経営戦略会議経営戦略会議でのでのでのでの指摘事項指摘事項指摘事項指摘事項

　■実績水準総合評価 　■採点結果（経営戦略会議・市民意向調査）
（28点満点）

・18年度評価 16.97 ・実績水準総合評価（28点満点） 14.70

・重要度総合評価（14点満点） 9.11

・19年度評価 17.93 ・今後のコスト水準（10点満点） 5.79

・市の裁量余地の大小（10点満点） 6.26

・20年度評価 16.88

※経営戦略会議調整

・21年度評価 16.50 　　なし（採点結果どおり）

・22年度評価 14.27 参考：H23方針

成果維持・コスト低下

　■平成２４年度方針

平成２０年度実績

7

同
⑦ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ（定義式：　　　　　④　　　/　  佐賀市の人口  　）

項　　目

1,153

41

262,455

9,712

効率性指標

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート　　　　４４４４

15,465

305,074

1,229

19,479

315,709

1,253

平成２１年度実績

272,167

1,112

平成２２年度実績

8

289,609

8

296,230

82

1,336

66

1,294

対象（受益者）１単位あたりもしくは市民１人あたりの施策の
⑤事業費（定義式：　　　　　②　　　/     佐賀市の人口    　　）

同
⑥人件費（定義式：　　　　　③　　　/　　  佐賀市の人口　　　）

施策トータル
コスト

①本施策を構成する事務事業の数

②事業費（事務事業の事業費合計）

③人件費

④トータルコスト（②＋③）

向上

維持

低下

低下 維持 向上

成
　
果

コスト

向上

維持

低下

低下 維持 向上

成
　
果

コスト


